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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第18期
第１四半期
連結累計期間

第19期
第１四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 13,839,217 12,729,539 55,268,380

経常利益 （千円） 1,202,778 1,407,446 5,547,719

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 772,243 677,510 3,808,655

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,071,138 838,641 5,339,148

純資産額 （千円） 30,738,516 35,150,921 35,006,440

総資産額 （千円） 58,739,614 60,065,757 60,738,259

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 113.47 99.55 559.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.3 50.2 49.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい

状況にあるなか、持ち直しの動きが続いているものの、一部で弱さが増しています。先行きについては、感染拡大

の防止策、各種政策の効果や海外経済が回復傾向にあることもあって、持ち直しの動きが続くことが期待されます

が、感染の動向が内外経済に与える影響に十分注意する必要があります。

公共投資は底堅く推移しておりますが、当社グループの主力である道路橋・鉄道橋などの橋梁事業の当第１四半

期連結累計期間の総発注量は、回復傾向にはあるものの、前年同期同様低調に推移しました。

このような厳しい環境下、受注高につきましては、高速道路の更新工事などにより188億74百万円（前年同期比

247.4％増）となりました。

売上高につきましては、手持ち工事が予定どおり進捗したものの、127億29百万円（同8.0％減）となりました。

損益につきましては、千葉工場改革プロジェクトによる工場構内ヤードの有効活用促進などの生産効率化、採算

性向上に努めた結果、営業利益は13億39百万円（同17.3％増）、経常利益は14億７百万円（同17.0％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は６億77百万円（同12.3％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（宮地エンジニアリング）

受注高は、83億７百万円（同67.5％増）となりました。

売上高は、手持ち工事が予定どおりに進捗したものの、74億70百万円（同19.2％減）となりました。

営業利益は５億61百万円（同44.5％減）となりました。

（エム・エム ブリッジ）

受注高は、105億65百万円（同2,148.4％増）となりました。

売上高は、手持ち工事が順調に進捗し、54億４百万円（同16.1％増）となりました。

営業利益は７億86百万円（同330.4％増）となりました。

② 財政状態の状況

資産合計は、前連結会計年度末と比較して６億72百万円減少し、600億65百万円となりました。主な要因は、現

金預金が123億70百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が130億52百万円減少したためであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比較して８億16百万円減少し、249億14百万円となりました。主な要因は、未

払法人税等が５億35百万円、その他の引当金が３億63百万円それぞれ減少したためであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して１億44百万円増加し、351億50百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が１億33百万円増加したためであります。

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、31百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、宮地エンジニアリングおよびエム・エム ブリッジの受注実績が著しく増

加しました。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,677,800

計 27,677,800

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,919,454 6,919,454
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数
100株

計 6,919,454 6,919,454 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 6,919 － 3,000,000 － 2,597,947

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

   2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 113,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,784,900 67,849 －

単元未満株式 普通株式 20,754 － －

発行済株式総数  6,919,454 － －

総株主の議決権  － 67,849 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

富沢町９番19号
113,800 － 113,800 1.64

計 － 113,800 － 113,800 1.64

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,516,686 20,886,864

受取手形・完成工事未収入金等 30,843,945 17,791,143

未成工事支出金 752,875 484,663

その他 1,106,224 1,199,082

流動資産合計 41,219,731 40,361,753

固定資産   

有形固定資産   

土地 7,598,943 7,671,518

その他（純額） 5,315,724 5,537,382

有形固定資産合計 12,914,667 13,208,900

無形固定資産 305,924 306,715

投資その他の資産   

投資有価証券 4,979,431 4,841,178

その他 1,348,194 1,376,899

貸倒引当金 △29,690 △29,690

投資その他の資産合計 6,297,936 6,188,387

固定資産合計 19,518,528 19,704,003

資産合計 60,738,259 60,065,757

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 8,526,988 8,346,752

短期借入金 ※２ 2,500,000 ※２ 2,500,000

未払法人税等 1,022,607 486,781

未成工事受入金 3,322,654 3,713,996

完成工事補償引当金 584,926 577,840

工事損失引当金 1,859,700 2,020,100

その他の引当金 748,778 385,228

その他 2,090,880 1,838,250

流動負債合計 20,656,534 19,868,949

固定負債   

長期借入金 300,000 300,000

再評価に係る繰延税金負債 1,639,718 1,639,718

引当金 141,300 140,387

退職給付に係る負債 2,781,210 2,768,187

その他 213,054 197,592

固定負債合計 5,075,284 5,045,885

負債合計 25,731,818 24,914,835
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 3,746,206 3,746,206

利益剰余金 18,720,714 18,853,773

自己株式 △230,586 △230,586

株主資本合計 25,236,334 25,369,393

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,831,106 1,723,118

土地再評価差額金 3,240,566 3,240,566

退職給付に係る調整累計額 △160,806 △152,778

その他の包括利益累計額合計 4,910,866 4,810,906

非支配株主持分 4,859,240 4,970,621

純資産合計 35,006,440 35,150,921

負債純資産合計 60,738,259 60,065,757
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

完成工事高 13,839,217 12,729,539

完成工事原価 11,902,270 10,561,138

完成工事総利益 1,936,947 2,168,401

販売費及び一般管理費 795,616 829,286

営業利益 1,141,330 1,339,114

営業外収益   

受取利息 415 355

受取配当金 57,247 56,498

スクラップ売却益 678 14,519

その他 16,253 13,968

営業外収益合計 74,594 85,341

営業外費用   

支払利息 5,852 4,475

前受金保証料 6,665 11,516

その他 629 1,016

営業外費用合計 13,147 17,009

経常利益 1,202,778 1,407,446

特別損失   

固定資産売却損 － 21,888

固定資産除却損 1,568 2,398

特別損失合計 1,568 24,287

税金等調整前四半期純利益 1,201,209 1,383,159

法人税等 353,698 445,437

四半期純利益 847,511 937,721

非支配株主に帰属する四半期純利益 75,267 260,211

親会社株主に帰属する四半期純利益 772,243 677,510
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益 847,511 937,721

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 213,239 △107,987

退職給付に係る調整額 10,388 8,907

その他の包括利益合計 223,627 △99,079

四半期包括利益 1,071,138 838,641

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 995,092 577,550

非支配株主に係る四半期包括利益 76,046 261,090
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、従来まで工事契約に関する完成工事高の計上は、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工

事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、

履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識し、一時点で充足さ

れる履行義務は、工事完了時に収益を認識することとしております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理

的な見積りが出来ない工事については、原価回収基準を適用しております。また、履行義務の充足に係る進捗率

の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合(インプット法)で算出しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響

額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与

える影響もありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

従業員の金融機関からの借入に対し次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（2021年６月30日）

従業員（住宅資金借入債務） 4,213千円 4,141千円

 

※２　一部の連結子会社は、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行５行とシンジケーション方式による

コミットメントライン契約を締結しております。当該契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（2021年６月30日）

コミットメントラインの総額 5,000,000千円 5,000,000千円

借入実行残高 2,000,000 2,000,000

差引額 3,000,000 3,000,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

減価償却費 211,270千円 257,003千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 544,454 80 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 544,450 80 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３ 

宮地エンジニ
アリング

エム・エム
ブリッジ

売上高       

外部顧客への売上高 9,249,371 4,653,474 2,778 13,905,623 △66,406 13,839,217

セグメント間の内部
売上高又は振替高

24,875 － 569,951 594,827 △594,827 －

計 9,274,247 4,653,474 572,729 14,500,451 △661,233 13,839,217

セグメント利益 1,010,640 182,750 538,498 1,731,889 △590,558 1,141,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、工事進行基準利益の調整額△0千円、セグメント間取引消去△

556,326千円及び全社費用△34,231千円であります。なお、全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３ 

宮地エンジニ
アリング

エム・エム
ブリッジ

売上高       

外部顧客への売上高 7,470,889 5,404,931 1,532 12,877,352 △147,813 12,729,539

セグメント間の内部
売上高又は振替高

146,612 － 720,698 867,310 △867,310 －

計 7,617,501 5,404,931 722,230 13,744,663 △1,015,123 12,729,539

セグメント利益 561,349 786,519 686,733 2,034,602 △695,487 1,339,114

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に係る進捗率調整による影響額△10,403千円、

セグメント間取引消去△649,587千円及び全社費用△35,497千円であります。なお、全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

その他 調整額 合計
宮地エンジ
ニアリング

エム・エム
ブリッジ

一時点で移転される財 106,982 15,324 － － 122,306

一定の期間にわたり移転される財 7,363,906 5,389,607 432 △147,813 12,606,133

顧客との契約から生じる収益 7,470,889 5,404,931 432 △147,813 12,728,439

その他の収益 － － 1,100 － 1,100

外部顧客への売上高 7,470,889 5,404,931 1,532 △147,813 12,729,539

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益（円） 113.47 99.55

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 772,243 677,510

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
772,243 677,510

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,805 6,805

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月６日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

東京事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 辻村　茂樹　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 太田　裕士　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石川　裕樹　　印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニア

リンググループ株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４

月１日から2021年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の2021年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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